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問合先

以下のように確認・調査、支援、措置などが可能になりますので、これらを適切に組み合わせることで、いわ
ゆる「ごみ屋敷」問題などの不良な生活環境の解消に向けた取組みを強化します。

●学識経験者などの専門家で構成された「豊橋市生活環境保全審議会」を設置し、不良な生活環境の認定
やその解消について意見を聴き、適正かつ公平に対応します。

●原因者に対し命令又は公表の措置を講じる場合や行政代執行を行うときは、審議会においてその妥当
性について事前に審議します。

この条例でできること

審議会について

不良な生活環境の解消に向けた条例による流れ
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原因者本人が片付けに同意したにも

かかわらず、経済的、身体的理由など

により自ら行うことができない場合

は、福祉的・社会的支援などにより原

因の解消につなげます。

原因者の福祉サービスの利用状況

や親族関係を関係機関などに対して

照会したり、原因者の土地、建物に立

ち入り確認することが可能です。

周辺住民の生命・身体に深刻な影響を及

ぼすおそれがあるにもかかわらず、再三の

働きかけに応じない場合は、指導・勧告・命

令・行政代執行や氏名等の公表、違反者へ

の過料の徴収などを行うことができます。

相談・苦情など（ごみ屋敷、樹木又は雑草の繁茂）

市・関係機関などの支援や市民の見守りなどによる再発の防止

不良な生活環境の解消

市の対策会議で方針決定

●相談・情報提供・意見の聴取
●福祉的・社会的支援（家庭訪問、生活

相談、健康相談、環境改善の説得、ご
み排出方法の助言など）の実施

協力

●見守り
●声掛け
●情報提供など

助言・指導・勧告

命令

公表・過料

行政代執行
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再三の働きかけにも応じず、
支援による不良な生活環境の
解消が困難な場合


